
加法及び減法の計算の仕方を図や言葉を使って 

表すことができる子どもを育てる第 1 学年算数科学習指導 

～ブロック操作活動を通して～ 

 

要約 

 本学級の子どもたちの実態は、ほとんどの子どもたちが問題文を読んで、立式すること

ができている。しかし、「なぜそのような計算になるのか」「なぜそのような答えになるの

か」聞いてみても、答えることができる子どもは少なく、計算の意味や計算の仕方を表す

ことに課題が見られた。  

 また、全国学力・学習状況調査Ｂ問では、知識・理解を問う問題だけではなく、「言葉と

数を使って書きましょう」というように、考え方を言葉や式を使って説明する問題が平成

24 年度、平成 25 年度、平成 26 年度において出題されている。しかし、結果を見てみると、

主に知識に関して出題されるＡ問題に比べると活用に関するＢ問題の方が平均正答率は低

く、式についての事実や方法、理由を記述する力をつけることが必要だということが分かる。 

 これらのことから、立式した後にブロック操作を位置づけ、それをもとに一連の活動(ブ

ロック操作→図→さくらんぼ計算→言葉)を行うことで、計算の仕方を理解し、図や言葉を

使って説明する力を身に付けさせたいと考え、本研究主題を設定した。  

 

研究の成果と今後の課題  

○ ブロック操作をもとに、それを図で表し、図で表したものを言葉で説明する一連  

の流れをつくったことは、視覚的で前の活動がそのまま次の活動につながるので、計算  

の仕方を図や言葉で表すのに有効であった。  

○ 図や言葉での説明の仕方を教室に掲示するなどモデリングしたり、自分が必要とし  

たときにペア活動を行ったりしたことは、学力の厳しい子も教室やノートを見たり、ペ  

アの子どもに聞いたりできたので、ドット図やさくらんぼ計算、言葉での説明ができる  

上で有効であった。  

○ 身近なことを教材化したり、揺さぶりの教材を仕組んだりしたことは、子どもたちが  

意欲的になるので、ブロック操作をしたり、図や言葉に表したことの理解を深めたり  

する上で有効であった。  

● モデリングをすることで、言葉での説明を書くことはできたが、数字を変えるだけに  

なっていたので、自分の言葉で説明する工夫が必要である。  

キーワード：ブロック操作 ペア活動 モデリング 教材の工夫  



１ 主題設定の理由  

(1) 子どもの実態から  

 本学級の児童は、第１学年算数科「のこりはいくつ ちがいはいくつ」の単元において、

90％(28 名中 25 名)の児童が、問題を読み、立式し答えを求めることができた。しかし、

ひき算の仕方を図等にかくことができた児童は 20％(28 名中６名）、言葉でひき算の仕方に

ついて説明できた児童は 30％(28 名中８名)である。このことから、本学級の児童は、問題

を読み、立式し答えを求めることができるが、「なぜそのような答えになるのか」を図や言

葉を使って表すことに課題がある。このことから、加法及び減法の計算の仕方を図や言葉

を使って表すことができる子どもを育てることは、大変意義深いと考える。  

(2) 教師の指導上の課題から  

 日々の指導を振り返ってみて課題に感じていることは、立式し答えを求めることばかり

に目を向けていた。そのため、「なぜそのような計算の方法になるのか」「なぜそのような

答えになるのか」を考えさせることができず、思考力・表現力を高めることができていな

かった。つまり、技能を中心にした授業構成になっており、そこに至るまでの過程を大事

にしていなかった。そこで、その式になった理由や計算の仕方を考え、自分の考えを図や

言葉を用いて表す力を身に付けさせなければならないと考える。そのために、ブロックを

操作する活動をさせることで、計算の仕方を視覚的に捉えさせたい。そうすることで、ブ

ロック操作をもとに計算の仕方を図や言葉を使って表すことができるようになると考える。 

(3) 学習指導要領から  

 学習指導要領解説算数編では、「算数的活動を通して」という文言が目標のはじめに位

置付けられている。「算数的活動」とは、児童が目的意識をもって主体的に取り組む算数に

かかわりのある様々な活動」とされ、その中でも、第１学年「数と計算」領域算数的活動

においては、「計算の意味や計算の仕方を、具体物を用いたり、言葉、数、式、図を用いた

りして表す活動」と述べられている。このことから、立式できるだけではなく、ブロック

などの具体物を用いて、解決方法を考えるとともに、答えを導く過程も大事に扱っていく

必要がある。また、数と計算領域における加法及び減法は、その後の乗法や除法の基盤と

なる重要な内容であり、生活する上でも必要不可欠な内容であり、確実に定着させなけれ

ばならない。整数の計算能力を確実に身に付けさせるためには、①根拠を明らかにして筋

道を立てて体系的に考える。②言葉や数、式、図、表、グラフなどの相互の関連を理解す

る。③②を適切に用いて問題を解決したり、自分の考えを分かりやすく説明したり、互い

に自分の考えを表現し伝え合ったりすること。以上の３点が必要となってくる。その中で

も、考えを表す過程で、言葉や数、式、図、表、グラフを使うことは、筋道を立てて考え

を進めたり、よりよい考えをつくったりするための有効な手段となる。  

 (4) 全国学力・学習状況調査問題から  

全国学力・学習状況調査Ｂ問題の傾向を見てみると、知識・理解を問う問題だけではなく、

「言葉と数を使って書きましょう」というように、考え方を言葉や式を使って説明する問

題が平成 24 年度、平成 25 年度、平成 26 年度において大問５つ中どの問題にも出題され

ている。つまり、計算して答えを求めるだけではなく、事象を数学的に解釈してその理由

を書くことや、問題解決の過程を数学的な表現を用いて説明する力が求められている。ま

た、主に知識に関して出題されるＡ問題に比べると活用に関するＢ問題の方が平均正答率

は低いため、式について事実や方法、理由を記述する力をつけることは必要である。  



２ 研究主題の意味  

(1) 主題「加法及び減法の計算の仕方を図や言葉を使って表すことができる子ども」につ

いて 

① 「加法及び減法の計算の仕方」とは、加数分解・被加数分解・減加法・減々法を  

10 のまとまりを使って計算をする方法である。  

加数分解…８＋７の場合、加数の７を２と５に分けて (８＋２ )＋５と考える。  

被加数分解…８＋７の場合、８を５と３に分けて５＋ (３＋７ )と考える。  

減加法…12－７の場合、 (10－７ )＋２のように 10 から７を引いて、残り２を加  

える。  

減々法…12－７の場合、 (12－２ )－５のように順々に引いていく。  

つまり、どの方法も 10 をつくったり、10 から引いたりと 10 をもとに考えてい  

く方法である。  

 ② 「図や言葉を使って表す」とは、計算の過程や理由をドットや矢印、キーワード、  

   さくらんぼ計算を使ってかいたり、簡単な言葉で説明したりすることである。  

図や言葉を使って表すと、具体的な場面に基づいて計算の仕方を視覚的に理解  

したり、子どもが自分の考えを整理したりすることができる。  

  ③  「加法及び減法の計算の仕方を図や言葉を使って表すことができる子ども」とは、 

以下のような子どもである。  

○ 計算の仕方を図や言葉、式を使ってかくことができる子ども。  

○ 計算の仕方を友だちに伝えることができる子ども。  

(2) 副主題「ブロック操作活動を通して」について  

    「ブロック操作活動」とは、問題場面及び式を半具体物であるブロックに置き換  

えて、  操作しながら計算の仕方を考える活動である。  

本来、ブロック操作は、「問題場面の把握をし、立式する」「計算の仕方を考え  

る」の両方が考えられる。しかし、本研究では、立式した後に位置づけることで、  

計算の仕方を考えて表すために焦点化していく。  

加数分解…９＋３の場合 (前に１０のまとまりを作る ) 

 

 

被加数分解…４＋８の場合（後ろに１０のまとまりを作る）  

 

 

減加法…１２−７の場合  

 

 

 

減々法…１３−４の場合  

 

 

 



(3)  主題と副主題の関係  

学級の子ども達全員が、目指す主題の姿に近づくためには、一人一人が自分の考えをつ

くることが鍵だと考える。主題『加法及び減法の計算の仕方を図や言葉を使って表すこと

ができる』ということは、「計算の仕方を、図や言葉などを使って自分の考えをつくったり、

相手に説明したりできる」ことである。しかし、ある問題を提示したとき、立式すること

はできても、どのように計算すればよいかを図や言葉で表せない子どもにとっては、ブロ

ック操作をし、視覚化することで図や言葉、式を使って表しやすくなると考える。そこで、

①ブロック操作をする。②ブロックを動かした通りにドット図で表す。③そのドット図を

さくらんぼ計算に表す。④さくらんぼ計算を言葉にしていく。このように、ブロック操作

をもとにして、一連の流れにしていくことで、めざす子どもの姿になると考える。【資料１】  

 

【資料１  主題と副主題の関係】  

３ 研究の目標  

 第１学年の加法及び減法の計算において、ブロック操作活動を立式の後に位置付けるこ

とで、加法及び減法の計算の仕方を図や言葉を使って表すことができる子どもを育てる算

数科学習指導の在り方を究明する。  

 

４ 研究の仮説  

第１学年の加法及び減法の計算において、ブロック操作活動を立式の後に位置付ければ、

加法及び減法の計算の仕方を図や言葉を使って表すことができる子どもが育つであろう。  

 



５ 研究の具体的構想  

(1) モデリング  

加法及び減法の計算の仕方を図や言葉を使って表すためには、図や言葉のかき方を定着

させることが重要である。その手だてとして、モデリングが挙げられる。学力が厳しい子

どもや、自分の考えをもっていても、どのように表現すればいいか分からない子どもに対

して、分かりやすくまとめことができた子どもや早くできた子どものノートを紹介したり、

図や言葉のかき方を教室に掲示したりすることで、図や言葉のかき方の定着を図る。  

(2) 教材化の工夫  

加法及び減法の計算の仕方を学習する場面で、子どもが興味をもって学習に臨むことは

とても重要なことである。子どもが興味をもって学習するためには、教材を工夫していか

なければならない。そこで、次の２点から工夫していく。①問題を子どもの身近なものを

題材にし、ストーリー性のある内容にする。②その時間の数理を深めるために、「深める段

階」や「いかす段階」で、考えを揺さぶる教材を位置付ける。  

(3) ペア活動  

①友だちと一緒に考えを作るペア活動や②自分の考えをお互いに説明しあうペア活動を

取り入れることで、○自分の考えを付加修正することができる。○授業の最後に位置付け

ることで全員が根拠をもとに説明できたという充実感を味わわせるとができる。○言語活

動の保障ができる。○学力が厳しい子どもでも、友だちと一緒に考えをつくることで自分

の考えをもつことができる。このような二つの役割をもつペア活動を位置付けることで、

考えをつくることができない子にとっても、考えをつくることができた子にとっても、有

効な手立てになると考える。  

 

６ 研究構想図  

 



７ 研究の実際と考察  

(1) 実践１ 第１学年「たしざん」  

(４／９時間：加数分解、被加数分解を用いたくり上がりのある計算) 

①  本時の主眼  

○ 数値によって１０に近い方を「１０のまとまり」にした方が簡単に計算できるこ  

とを理解し、計算できるようにする。  

② 展開  

段階 学習活動の実際  支援の有効性（成果○・課題●）  
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１ 既習を想起して、本時めあてへとつなげ  

た。 

９＋３（前に１０） 

 

 本時  

 ４＋８  

 

【資料２  問題掲示の様子】  

めあて  うしろのかずがおおきいときは、  

どうすればいい？  

 

２ 加数と被加数のどちらを分解させて計  

算した方がいいか、ペアで考えをつくり、 

図に表した。  

（１）ペアで話に合わせてブロックを動か  

した。  

Ｔ： 今日は前に 10 

のまとまりをつ  

くるのかな？後  

ろに 10 のまとま  

りをつくるのか  

な？どちらでする  

かペアで決めて動  

かしましょう。        

（２）ブロック操  

作をもとに、 

図や式、こ  

とばで表し  

た。 

 

 

【資料３  子どものノート】  

○ 既習の学習を流れ図で掲示し  

たことで、本時の学習でも大切  

なことである「１０のまとまり  

をつくる」ということを確認す  

る上で、効果的であった。  

○   実際に自分たちが育てていた  

あさがおや身近な先生たちを教  

材として取り入れたため、学習  

に取り組もうとする姿が見られ  

た。 

 

○ ブロック操作したことを図に  

 させることで、矢印や囲み枠を  

 用たり、さくらんぼ計算にした  

りし図に表すことができた。  

○ ペアで一緒に考えることで、  

図をかけない子もかけるよう  

になった。  

 

 

 

 

○ 教室の掲示や前の学習のノー  

 を見ることで、学力の厳しい子  

 もドット図やさくらんぼ計算で  

 表すことができた。【資料３】  

● ペアで１つのブロックを使っ  

て考えさせたため、片方の子だ  

けがブロックを動かしたり、遊  

び始めたりする子もいた。ペア  

活動の仕方を変える必要があ  

る。 

【ペア活動の様子】 

 

C１：４を２と２に分けて、８と  

合わせよう。  

C2：10 と２を合わせたら 12 だ。

よ。 



③ 実践１の成果と課題  

○ ペアで考えることで、一人では問題を解くことが難しい子も、ブロックを動かした  

り、図や言葉で表したりすることができた。  

○ 教室に掲示したり、前のノートを見たりすることで、どのように図や言葉で表せ  

 ばよいのか知ることができた。  

○ ブロック操作→ドット図→さくらんぼ計算→言葉をつなげていくことで、ブロック

の動きがそのまま計算の仕方になるので、図や言葉で表すことができた。 

● ブロック操作活動をペアで１つにしたため、一人が操作をし、一人がただ見ている

だけだったり、遊んでいたりする子どもがいたので、操作は一人ずつする必要がある。 

● 学習の見通しを立てていなかったため、早く作業が終わった子が何をすればいいか

分からず、手遊びをし始める子が見られたため、早く作業が終わった子のための手立

てが必要である。  

 

 

 

 

深 

 

 

め 

 

 

る 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

 

 

 

い 

 

 

か 

 

 

す 

３ ペアで考えたことを全体に発表した。  

【加数分解】  

Ｃ：８を６と２に分ける。 

 ４と６をあわせて 10。 

 10 と２をあわせて 12。 

 

【被加数分解】  

Ｃ：４を２と２に分ける。 

 ８と２をあわせて 10。 

 10 と２をあわせて 12。 

          【資料４  図での説明】  

Ｔ：どちらがブロックを動かす回数が少ない  

ですか。  

Ｃ：後ろに 10 をつくった方が簡単です。 

Ｔ：前の勉強（９＋３）は前に 10 のまとま  

りをつくりましたね。何に使い方に 10 

のまとまりをつくればいいですか？  

Ｃ：10 に近い方。  

 

４ 練習問題を解く。 

（１）９＋５の問題をし  

た。（被加数が 10 

に近い問題）  

       【資料５  提示した問題】  

まとめ  10 に近い方の数で 10 のまとまりを

つくると、簡単に計算することができる。  

（２）練習問題をさくらんぼ計算で８問解い

た。 

①２＋９②８＋３③６＋９④５＋８  

⑤８＋６⑥９＋３⑦４＋７⑧７＋５  

○ 前時のノートや掲示を見るこ  

とで、計算の仕方を言葉で説明  

することができた。【資料４】  

○ ホワイトボードに書かせた子  

と、書いてあることを発表する  

子を別にすることで、計算の仕  

方を理解することができる。  

 

 

 

 

● 教師が前で、数を見るだけで  

はどちらが簡単に計算すること  

ができるか分かりにくいため、  

教師が前で、実際にブロックを  

動かしてみる必要がある。  

 

○   被加数に大きい数のある問題  

を提示することで、10 に近い数  

の方に 10 のまとまりをつくる  

ということを理解させることが  

できた。  

 

 

 

 

○ 練習問題を解く前に、一問ず

つ加数と被加数のどちらが 10 に

近いか確認することで、10 のまと

まりを意識させることができた。  

 
C：９の方が 10 に近いから、
前に 10 のまとまりをつくり
ます。 



(2) 実践２ 第１学年「ひきざん」  

(４／９時間：減々法を用いた、くり下がりのある計算を説明する。） 

① 本時の主眼  

○ (十何 )−(１位数 )で、繰り下がりのある減法の計算を、減々法を使って計算するこ  

とができるようになる。  

② 展開  

段階 学習活動の実際  支援の有効性（○成果・●課題） 

 

 

つ 
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１ 問題場面を提示し、本時のめあてをつかんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６  問題提示の様子】 

 

Ｔ：今日の学習は、なに算を使う？その理由は？  

Ｃ：ひき算です。ケロが食べたと書いてあるから  

です。  

Ｔ：どんな式になりますか。  

Ｃ：１３−４です。  

 

めあて  １３−４のけいさんのしかたをかんが  

    えよう。  

 

２ ブロックや、図、式を用いて答えを求めた。  

(1) 話に合わせてブロックを動かした。  

・減加法  

・減々法  

 

○  ストーリー性のある問題

を提示することで、子どもが

興味をもって学習に取り組

むことができた。  

 

第２時  

 バ ム が ど ん ぐ

り を ８ こ と り ま

した。  

 の こ り は い く

つ？  

 

第３時  

 １２個中、９個  

卵が割れた。  

 の こ り は い く

つ？  

 

 

 

 

 

○  学習の見通しを立てるこ

とで、早く作業が終わった子

が次に何をすればいいか分

かった。  

 

 

 

 

 

 

【資料７  学習の見通し】 

もんだい  

 バムは、ともだち１人に１
こずつどんぐりパ ンをわた
すために、１３こつくりまし
た。ところが、おなかがすい
たケロが、４こたべてしまい
ました。  

 バムは、なん人のともだち
に、どんぐりパンをあげるこ
とができますか。  



③ 実践２の成果と課題  

○ 見通しをもたせることで、ブロック操作→ドット図→言葉という一連の流れが途切

れなかったので、ブロック操作をもとにして、図や言葉を使って、計算の仕方を説明

することができた。  

● 言葉の説明を前に書いたノートの数字を変えるだけになっていたので、自分の言葉

で説明できるようにする必要がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

深 

 

 

め 

 

 

る 

 

 

 

 

 

／ 

い 

か 

す 

(2) ブロックを動かした通りにドット図やさくら

んぼ計算で表した。  

・減加法  

 

・減々法  

 

３ ペアや全体で交流し、減数と被減数のどちら  

を分解するか考えた。  

(1) ペアや全体で交流した。  

(2) 減数と被減数のどちらを分解した方がいい  

か考えた。  

Ｔ：（ブロックを動かしながら）ひくたす法とひく

ひく法どちらが簡単に計算できた？  

Ｃ：ひくひく法の方が簡単。  

４ 減減法で練習問題を解く。  

①11－２②15－６③17－８④18－９⑤13－５  

⑥16－８  

○ 一緒に考えるペア活動を  

取り入れることで、ドット図

や式、言葉でどのように表せ

ばいいか分からない子は、ペ

アの人に仕方を教えてもら

ったり、早く終わった子は、

ペアの子が悩んでいるとき

は声掛けをしたりしてドッ

ト図やさくらんぼ計算に表

すことができた。  

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の考えを説明するペ  

ア活動を取り入れることで、 

一人一人が「10 のまとまり」 

の言葉を使って、説明するこ  

とができた。  

 

 

 

○ ブロックを動かす回数を  

考えさせることで、どちらの  

方法が簡単か見つけること  

ができた。  
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21％
８ 研究のまとめと今後の課題  

(1) 全体考察  

【資料８】は、事前、実践Ⅰ、実践Ⅱにおいて計

算の仕方を図で表すことができた子どもの割合につ

いてである。事前調査では、21％の子どもしか計算

の仕方を図で表すことができなかったが、実践Ⅰ、   【資料８  図で表すことができた子どもの割合】  

Ⅱでは、78％の子どもが図で表すことができるよう   

になった。これは、ブロック操作をもとにしてそれ

を見ながらかいたり、ペア活動を取り入れたりする

ことで、図に表すことができるようになったと考える。                                  

 【資料９】は、事前、実践Ⅰ、実践Ⅱにおいて計   

算の仕方を言葉で説明できた子どもの割合である。   

事前調査では、28％の子どもしか計算の仕方を言葉   【資料９  言葉で説明できた子どもの割合】  

で説明することができなかったが、実践Ⅰでは 42％、 

実践Ⅱでは 75％の子どもが言葉で説明することが

できている。これは、教室の掲示や前のノートを見

ること (モデリング )やペア活動によって、言葉での

説明の仕方が分かったからだと考える。特に、実践

Ⅱでは、学習の見通しを立てたり、悩んでいるとき    

に一緒に考えをつくるペア活動を仕組んだりしたの

で、計算の仕方を言葉で説明することができるよう   【資料 10 図をかけるようになった理由】  

になったと考える。  

 【資料 10】は、すべての単元終了後に「図をか    

けるようになったのはなぜですか。 (複数回答可)」   

と質問した結果である。これを見ると、ブロック操

作を行ったから図がかけるようになった子どもが多

いことが分かる。また、【資料 11】は、「言葉で説   

明できるようになったのはなぜですか。 (複数回答   

可)」と質問した結果である。これを見ると、さくら

んぼ計算を参考にしたから言葉で説明できた子ども 【資料 1１ 言葉で説明できるようになった理由】 

が多いことが分かる。これらの結果から、ブロック操作やそれをもとにした一連の活動 (ブ

ロック操作→図→さくらんぼ計算→言葉 )を行ったことが、図や言葉を使って表すことにつなが

った。  

(2) 研究の成果と課題(成果○・課題●) 

○ ブロック操作をもとに、それを図で表し、図で表したものを言葉で説明する一連の流

れをつくったことは、視覚的で前の活動がそのまま次の活動につながるので、計算の仕

方を図や言葉を表すのに有効であった。 

○ 図や言葉での説明の仕方を教室に掲示するなどモデリングしたり、自分が必要とした

ときにペア活動を行ったりしたことは、学力の厳しい子も教室やノートを見たり、ペア

の子どもに聞いたりできたので、図や言葉での説明ができる上で有効であった。  

○ 身近なことを教材化したり、揺さぶりの教材を仕組んだりしたことは、子どもたちが 

意欲的になるので、ブロック操作をしたり、図や言葉に表したことの理解を深めたり  

する上で有効であった。  

● モデリングをすることで、言葉での説明を書くことはできたが、数字を変えるだけに

なっていたので、自分の言葉で説明する工夫が必要である。  

<参考文献> 文部科学省 小学校指導要領解説算数編 ２００８年  東洋館出版社  

0 50 100

実践Ⅱ

実践Ⅰ

事前

75％

42％

28％

0 10 20

ブロック操作

前時のノート

教室の掲示

ペア活動

さくらんぼ計算

絵図

11人

17人

13人

10人

27人

17人

0 10 20

ブロック操作

前時のノート

教室の掲示

ペア活動

20人

11人

10人

7人


